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中
学
生
な
ら
で
は
の
新
鮮
で
、

率
直
な
意
見
や
提
案
が
た
く
さ
ん

集
ま
り
、今
後
の
新
し
い
施
策
や

事
業
、取
り
組
み
を
企
画
し
て
い

く
上
で
、大
変
参
考
に
な
る
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

結
果
を
、地
域
づ
く
り
を
担
う
市

内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
や
市
職
員

の
研
修
会
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
を
推
進
す
る
中
学
校
に
お

い
て
活
用
し
て
い
く
予
定
で
す
。

登
米
市

立
中
学
校
全
生
徒
・
計
１
９
２
４

人（
４
月
１
日
現
在
）

６
月
１
〜
18
日

▼
全
10
中
学
校
集
計
版

▼
学
校
別
集
計
版
10
校
分

※
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
の
詳

細
は
、次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

込
む
か
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
下
段
に
あ
る

「
登
米
市
の
取
り
組
み
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
」の「
登
米
市
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
」か
ら
確
認
く
だ
さ
い

　　

本
市
で
は
登
米
市
総
合
計
画
の

基
本
理
念
に
、市
の
持
続
的
な
発

展
を
可
能
と
す
る
た
め
、市
民
と

行
政
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
の「
中
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
」は
、将
来
の
登
米
市
を
担
う
中

学
生
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
考

え
や
意
見
を
、市
全
体
の
ま
ち
づ

く
り
や
各
地
区
の
地
域
づ
く
り
の

参
考
と
す
る
た
め
、初
め
て
実
施

し
ま
し
た
。

　

同
時
に
、本
市
の
中
学
生
が
、こ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
取
り
組
む

こ
と
を
通
し
、❶
登
米
市
の
魅
力

や
課
題
を
再
発
見
す
る
こ
と
で
、

地
域
を
愛
す
る
心
を
養
う
こ
と

❷
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
関
心
を

高
め
、地
域
で
の
事
業
参
画
の
起

因
と
な
る
こ
と
❸
社
会
の
形
成
者

と
し
て「
自
分
は
社
会
の
一
員
で

あ
る
」と
い
う
意
識
を
も
つ
こ
と

を
目
的
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

市
内
中
学
校
の
全
面
的
な
協
力

を
得
て
、対
象
者
１
９
２
４
人
に

対
し
回
答
数
１
８
４
２
人
、回
答

率
95
・
７
％
と
い
う
非
常
に
高
い

回
答
率
と
な
り
ま
し
た
。

　

義
務
教
育
の
機
会
均
等
と
そ
の

水
準
の
維
持
向
上
の
観
点
か
ら
、

全
国
的
な
児
童
生
徒
の
学
力
や
学

習
状
況
を
把
握
・
分
析
し
、そ
の
改

善
を
図
る
た
め
に
、文
部
科
学
省

で
は
平
成
19
年
度
か
ら
全
国
学

力
・
学
習
状
況
調
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。（
令
和
２
年
度
未
実
施
）

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、令
和
元

年
度
か
ら
そ
の
調
査
結
果
と
分
析

お
よ
び
今
後
の
改
善
方
策
を
公
表

し
て
い
ま
す
。

▼
市
内
小
学
校
の
６
年
生
／
22
校

６
１
６
人

▼
市
内
中
学
校
の
３
年
生
／
10
校

６
０
１
人

■❶
教
科
に
関
す
る
調
査

▼
小
学
校
＝
国
語
・
算
数

▼
中
学
校
＝
国
語
・
数
学

❷
児
童
生
徒
質
問
紙
調
査
＝
学
習

意
欲
、学
習
方
法
、学
習
環
境
、生

活
の
諸
側
面
な
ど
に
関
す
る
調
査

　

教
科
に
関
す
る
調
査
結
果
、児

童
生
徒
質
問
紙
調
査
に
関
す
る
調

査
結
果
は
、表
の
と
お
り
。

　

中
で
も
児
童
生
徒
質
問
紙
調
査

に
お
い
て
、小
・
中
学
校
と
も
に

「
学
校
の
授
業
時
間
以
外
の
勉
強

時
間
」に
お
い
て
、「
１
〜
２
時
間
」

と
回
答
し
た
割
合
が
最
も
多
い
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
体
的
に
、全
国
・
県
と
比
べ
、

家
庭
で
の
勉
強
時
間
に
差
が
あ
る

こ
と
が
浮
き
彫
り
と
な
り
ま
し

た
。

　

普
段
の「
ゲ
ー
ム
を
す
る
時
間
」

に
つ
い
て
は
、小
・
中
学
校
と
も
最

も
多
い
回
答
は「
１
時
間
以
上
２

時
間
以
内
」で
全
国
・
県
と
ほ
ぼ
同

じ
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
学
校
に
行
く
の
は
楽
し
い
と

思
い
ま
す
か
」と
言
う
質
問
で
は

「
当
て
は
ま
る
」「
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
、当
て
は
ま
る
」と
回
答
し
た

割
合
が
、小
学
校
で
89
・
８
％
、中

学
校
で
86
・
７
％
と
な
り
、全
国
よ

り
も
小
学
校
で
６
・
４
㌽
、中
学
校

で
５
・
６
㌽
上
回
り
ま
し
た
。

　

今
後
、各
学
校
ご
と
に
分
析
結

果
を
算
出
し
ま
す
。具
体
的
な
改

善
方
策
と
し
て
は
、「
授
業
の
中
」

「
家
庭
学
習
」「
そ
れ
以
外
の
場
面
」

に
分
類
し
、市
総
合
計
画
の
基
本

政
策「
教
育
の
充
実
」に
掲
げ
る
、

一
人
一
人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
き
め
細
や
か
な
教
育
に
関
す

る
施
策
展
開
を
目
指
し
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
に
策
定
し
た
、授

業
づ
く
り
の
指
針「
登
米
市
学
習

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」の
活
用
を
進
め
、

市
内
の
全
教
員
が
同
一
歩
調
で
学

力
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推

進
し
ま
す
。Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
つ
い

て
は
、情
報
モ
ラ
ル
の
指
導
と
と

も
に
、個
別
に
適
し
た
活
用
を
目

指
し
、授
業
で
の
活
用
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

教
育
委
員
会
教
育

部
活
き
生
き
学
校
支
援
室（
支
援

係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
５
４
６

㌽
㌽

　

公
の
施
設
を
管
理
運
営
す
る
、

指
定
管
理
者（
団
体
）を
募
集
し
ま

す
。個
人
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

11
月
19
日（
金
）

午
後
５
時
ま
で

指
定
管
理

者
を
募
集
す
る
施
設
の
担
当
部
署

で
配
布
し
ま
す
。募
集
・
申
請
に
関

す
る
詳
細
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

市
の「
公
の
施
設
指

定
管
理
者
選
定
委
員
会
」で
、書
類

お
よ
び
ヒ
ア
リ
ン
グ
審
査
を
実
施

し
、各
施
設
の
管
理
運
営
に
最
も

適
し
た
団
体
を
候
補
者
に
選
定
し

ま
す
。そ
の
後
、市
議
会
で
の
承

認
を
受
け
、指
定
管
理
者
に
指
定

し
ま
す

令和３年第２回登米市議会定例会９月定期議会が

開かれ、監査委員の選任について同意されました。委

員には、千葉良
りょう

悦
えつ

さん（米山町）が再任。任期は令和７

年10月13日まで。

㌽
㌽

・

・

教
育
委
員
会
教
育

部
生
涯
学
習
課（
ス
ポ
ー
ツ
振
興

係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
９
８

ま
ち
づ
く
り
推
進

部
市
民
協
働
課（
市
民
活
動
支
援

係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３


